
次ページヘ続く ‘

Continued tbaPPage･･･onnex



い
つ
か
、
共
編
の
島
原
氏
に
叱
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
二
人
で
蔵
書
印
譜
は
も
と

よ
り
、
単
行
本
、
書
物
関
係
の
雑
誌
な
ど
、
公
刊
さ
れ
た
い
っ
さ
い
の
書
籍
に
載
る

蔵
書
印
の
印
影
を
収
集
し
て
、
そ
の
索
引
を
作
っ
た
。
そ
の
初
め
は
、
蔵
書
印
譜
八

種
に
限
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
、
こ
ん
な
も
の
三
日
も
あ
れ
ば
出
来
る

と
言
っ
て
欺
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
蔵
書
印
譜
に
は
、

お
お
む
ね
巻
末
に
索
引
が
付
い
て
い
る
。
イ
ロ
ハ
引
き
で
あ
っ
た
り
、
五
十
音
順
で

あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
を
総
合
し
て
、
索
引
の
索
引
を
作
っ
た
な
ら
便
利
だ
ろ
う
、

そ
う
考
え
て
始
め
た
の
だ
っ
た
が
、
欲
ば
り
す
ぎ
て
、
い
つ
し
か
泥
沼
に
は
ま
り
込

ん
で
い
た
ら
し
い
。
蔵
書
印
譜
の
印
文
、
人
名
索
引
に
続
け
て
、
蔵
書
印
影
の
印
文
、

幸
田
成
友
輯
『
蔵
書
印
譜
」

は
じ
め
に

人
名
索
引
を
作
り
、
本
誌
一
号
か
ら
四
号
に
載
せ
、
そ
れ
ら
に
増
訂
を
加
え
、
『
蔵
書

印
提
要
」
（
昭
㈹
青
裳
堂
書
店
）
と
題
し
て
刊
行
し
た
。

そ
の
後
に
残
さ
れ
た
仕
事
は
、
未
刊
の
蔵
書
印
譜
の
紹
介
で
あ
ろ
う
（
こ
ん
な
こ

と
を
考
え
る
か
ら
、
叱
ら
れ
る
の
だ
）
。
今
回
、
そ
の
手
は
じ
め
と
し
て
、
慶
応
義
塾

大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
幸
田
成
友
輯
『
蔵
書
印
譜
」
二
冊
を
、
同
セ
ン
タ
ー

の
許
可
を
得
て
、
影
印
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
を
紹
介
す
る
ま
え
に
、
未
刊
の
蔵
書
印
譜
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
を
、

概
略
述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
い
さ
さ
か
長
い
引
用
か
ら
始
め
る
こ
と

を
お
許
し
願
い
た
い
。

蔵
書
印
譜

今
存
す
る
蔵
書
印
譜
の
ふ
る
き
は
、
酉
山
堂
の
集
め
し
も
の
二
冊
、
奥
に
、

文
政
五
壬
午
年
二
月
十
六
日
ヨ
リ
集
之
酉
山
堂
保
次
郎
筆
記
と
あ
り
、
酉
山
堂

島
原
泰
雄

渡
辺
守

邦
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こ
の
さ
き
、
『
経
籍
答
問
」
所
収
の
蔵
書
印
影
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
省
略
す

ブ
（
》
◎

右
の
文
中
に
、
五
点
の
蔵
書
印
譜
の
名
が
み
え
る
が
、
い
ず
れ
も
未
刊
。
最
初
の

酉
山
堂
の
印
譜
は
、
「
古
今
蔵
書
家
印
記
』
と
題
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
「
集
古
」
丙

午
四
号
明
調
・
９
）
が
、
中
井
敬
所
以
後
の
所
蔵
者
不
明
。
次
の
帝
国
図
書
館
の

二
本
と
は
、
「
諸
家
蔵
書
印
一
覧
』
と
『
蔵
印
集
鑑
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
前
者
が
堀

誠
斎
に
よ
る
も
の
。
と
も
に
国
会
図
書
館
に
現
存
、
貴
重
書
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

近
藤
正
斎
の
も
の
は
不
明
。
『
蕉
雨
蔵
書
印
譜
」
は
、
も
し
三
島
自
寛
の
も
の
と
す
る

と
、
横
尾
勇
之
助
の
蔵
に
帰
し
た
（
「
従
吾
所
好
」
訂
ペ
ー
ジ
）
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

現
存
す
る
か
。
静
嘉
堂
の
玉
巌
堂
輯
蔵
書
印
譜
も
不
明
。
あ
る
い
は
後
に
掲
げ
る
慶

雲
堂
の
も
の
の
こ
と
か
。

は
、
書
津
和
泉
屋
金
右
衛
門
の
番
頭
さ
ん
な
り
と
云
、
此
の
譜
は
、
中
井
敬
所

（
マ
マ
）

翁
に
て
観
た
り
し
が
、
仏
寺
の
蔵
書
印
多
く
し
て
、
学
者
聞
人
の
印
は
少
か
り

し
。
又
帝
国
図
書
館
に
二
本
あ
り
、
其
一
は
安
政
六
年
己
未
秋
七
月
堀
誠
斎
の

識
語
あ
り
て
よ
き
本
な
り
。
外
に
近
藤
正
斎
の
輯
め
し
も
の
あ
り
と
聞
け
ど
未

見
。
蕉
雨
蔵
書
印
譜
一
冊
、
金
沢
文
庫
以
下
ふ
る
き
所
の
印
影
ば
か
り
を
二
十

程
あ
つ
む
、
蕉
雨
は
三
島
自
寛
の
号
な
れ
ど
、
こ
こ
に
蕉
雨
と
あ
る
は
果
し
て

三
島
自
寛
な
り
や
否
は
不
知
、
岩
崎
氏
の
静
嘉
堂
文
庫
に
玉
巌
堂
の
輯
め
し
も

の
一
巻
あ
り
、
印
は
実
物
を
載
り
て
貼
り
た
る
所
と
、
影
写
の
所
と
相
雑
は
れ

り
、
松
沢
老
泉
の
経
籍
答
問
に
も
…
…
（
三
村
竹
清
「
本
之
話
」
「
三
村
竹

清
集
一
三
川
ペ
ー
ジ
）

以
上
が
三
村
竹
清
の
一
文
に
見
え
る
蔵
書
印
譜
お
よ
び
そ
の
現
況
で
あ
る
が
、
他

に
も
、
古
い
時
代
に
か
っ
て
存
在
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
ご
と
き
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

ま
た
、
各
地
文
庫
、
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
も
の
に
、
次
の
ご
と
き
が
あ
る
。

兼
葭
堂
蔵
書
印
譜
一
冊
鹿
田
古
丼
蔵
（
「
保
古
会
出
品
目
録
」

明
訂
）

諸
宗
蔵
書
印
譜
一
帖
同
（
同
）

蔵
書
印
影
集
一
冊
安
田
文
庫
蔵
（
「
集
古
」
明
仙
・
９
）

［
柏
木
探
古
］
諸
家
蔵
印
譜
一
冊
中
川
得
櫻
蔵
（
同
）

社
寺
蔵
書
印
譜
一
冊
森
潤
三
郎
蔵
（
同
昭
７
．
９
）

［
樋
口
慶
千
代
］
蔵
書
印
譜
稿
本
一
冊
（
新
潮
社
「
日
本
文
学
大
辞
典
』

昭
７
）

蔵
書
印
譜
猪
熊
信
男
蔵
（
「
香
川
県
蔵
書
印
影
展

示
目
録
解
説
」
昭
詔
）

扁蔵門戸名
文書洗慶家
行印雲雲蔵
堂林亭堂書

一一印
一

名蔵諸譜
家書家
蔵印蔵
書譜書
印印
譜譜

冊 冊冊冊冊

静
嘉
堂
（
一
○
七
’
四
二
）

同
（
八
一
’
二
四
）

加
賀
文
庫
（
一
二
四
三
一
）

同
（
五
三
一
八
）

同
（
五
三
六
一
’
一
～
二
）
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そ
し
て
、
い
ま
影
印
す
る
弓
幸
田
成
友
］
蔵
書
印
譜
」
が
あ
る
。

幸
田
成
友
は
幸
田
露
伴
の
弟
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
生
、
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）
没
。
東
京
帝
大
文
科
大
学
史
学
科
卒
業
後
大
学
院
に
進
み
日
本
経
済

史
を
研
究
。
大
阪
市
史
編
纂
所
長
、
東
京
商
科
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
教
授
な
ど
を

歴
任
。
『
幸
田
成
友
著
作
集
』
（
全
七
巻
昭
灯
～
ぬ
中
央
公
論
社
）
が
あ
り
、
書

誌
学
に
関
す
る
話
も
多
く
集
録
さ
れ
て
い
る
。

内外表装
題題紙訂

丁匡
数郭

古
今
蔵
書
家
印
譜

名
家
蔵
書
印
譜
一
帖

［
三
村
竹
清
］
蔵
書
印
譜
稿
本
四
冊

中
本
二
冊
。
認
・
３
×
晦
・
９
セ
ン
チ
。
袋
綴
。

浅
葱
色
地
無
模
様
。

各
冊
題
策
左
肩
に
「
蔵
書
印
譜
」
と
墨
書
し
、
判
読
不
能
朱
白
文
印
を
捺
す
。

柱
に
「
蔵
書
印
譜
」
（
印
刷
）
と
あ
り
、
下
部
木
口
に
「
蔵
書
印
譜
」
（
右
書

き
）
と
木
口
書
が
あ
る
。

単
辺
肥
・
８
×
過
・
３
セ
ン
チ
。
版
刷
。

各
冊
五
○
丁
、
初
終
丁
遊
紙
一
丁
ず
つ
。
墨
付
第
一
冊
七
二
面
、
第
二
冊
一

六
面
。 幸

田
成
友
輯
「
蔵
書
印
譜
』
書
誌
解
説

一
冊
青
山
文
庫
（
○
九
三
’
二
七
ｌ
Ｓ
）

東
洋
文
庫

天
理
図
書
館
（
○
八
一
ｌ
イ
一
九
’
一

二
五
～
一
二
八
）

丁
付
な
し
。

本
文
各
面
を
左
右
に
区
分
す
る
。
印
は
筆
写
と
鈴
印
を
ま
ぜ
る
。
印
色
は
朱
・
墨
．

緑
（
一
穎
「
多
度
津
藩
軍
防
局
蔵
書
」
）
の
三
色
。
薄
紙
に
写
し
た
上
（
あ
る

い
は
捺
し
た
上
）
で
貼
付
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
第
二
冊
は
多
く
直
接
捺
し

た
上
、
使
用
者
の
自
署
を
添
え
る
。

印
記
第
一
冊
初
丁
オ
右
下
に
「
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
」
（
朱
一
行
）
「
家
在
・
六
甲
．

山
下
」
（
朱
白
文
三
行
）
同
終
丁
遊
紙
ウ
左
下
に
「
幸
田
成
友
」
（
朱
一
行
）
、

下
巻
巻
首
遊
紙
に
「
慶
応
義
塾
・
図
書
館
蔵
」
（
朱
二
行
）
「
家
在
・
六
甲
・

山
下
」
（
朱
白
文
三
行
）
。

一
、
幸
田
成
友
輯
『
蔵
書
印
譜
」
二
冊
の
影
印
で
あ
る
。

一
、
底
本
に
慶
応
義
塾
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
、
第
一
冊
（
一
二
五
’
一
五
二

三
’
一
）
、
第
二
冊
（
二
一
五
’
一
五
二
四
’
二
を
用
い
た
。

一
、
影
印
は
表
紙
を
卯
％
に
縮
小
し
た
ほ
か
は
、
原
寸
で
掲
げ
た
。
た
だ
し
、
マ
イ

ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
復
元
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
厳
密
を
欠
く
。

一
、
単
色
印
刷
な
の
で
印
色
を
復
元
し
得
ず
、
印
傍
に
色
を
注
記
し
た
。
た
と
え
ば
、

［
黒
］
［
緑
］
の
ご
と
く
で
あ
る
。
た
だ
し
、
朱
色
は
煩
を
嫌
っ
て
略
し
た
。

一
、
印
に
は
鈴
印
と
筆
写
の
印
が
あ
る
が
、
筆
写
の
印
の
み
［
写
］
と
注
記
し
た
。

［
写
］
の
注
記
の
な
い
も
の
は
鈴
印
で
あ
る
。

一
、
見
開
き
の
片
面
に
印
が
あ
っ
て
片
面
は
無
印
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
影
印
し
た
が
、

凡

例
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一
、
図
版
と
は
別
に
、
印
文
の
判
読
を
一
括
し
て
掲
げ
た
。
原
本
の
各
一
面
は
左
右

に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
改
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
区
別
し
た
。
改
行
の

前
が
右
、
後
が
左
に
対
応
す
る
。

一
、
印
影
図
版
の
後
に
印
文
索
引
・
所
蔵
（
使
用
）
者
名
索
引
を
付
し
た
。

一
、
便
宜
上
、
「
調
査
研
究
報
告
」
の
ペ
ー
ジ
数
と
は
別
に
、
本
「
蔵
書
印
譜
」
独
自

の
番
号
（
－
１
～
一
別
・
二
１
～
二
邪
）
を
眉
上
に
付
し
た
。

一
、
一
“
右
の
「
松
山
文
庫
革
」
印
は
朱
鈴
で
あ
る
が
図
版
の
「
ワ
」
の
字
は
墨
、

同
左
の
「
金
子
文
庫
」
印
も
朱
鈴
で
あ
る
が
外
枠
は
墨
で
あ
る
。

一
、
底
本
の
二
箇
所
に
添
紙
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
一
弱
「
独
醒
槙
図
書
記
」
印
で
、

こ
の
印
穎
が
家
蔵
に
帰
し
た
こ
と
を
言
う
。
そ
の
二
は
、
二
妬
の
中
川
得
棲
の
条

で
、
二
紙
を
貼
る
が
、
こ
れ
は
「
中
川
得
棲
翁
」
（
雑
誌
「
書
物
春
秋
」
二
五
昭

加
・
２
）
に
印
影
と
署
名
を
図
版
と
し
て
載
せ
る
た
め
の
指
示
。
な
お
こ
の
一
文

は
『
番
傘
・
風
呂
敷
・
書
物
」
（
昭
皿
書
物
展
望
社
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

両
面
共
に
無
印
の
場
合
は
省
い
た
。

追
記
影
印
に
当
り
、
底
本
の
使
用
許
可
を
与
え
ら
れ
た
慶
応
義
塾
三
田
情

報
セ
ン
タ
ー
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

－
１
埜
之
国
学
（
足
利
学
校
）
足
利
学
校
（
同
）

２
宮
崎
文
庫
（
豊
宮
崎
文
庫
）

林
崎
文
庫
（
林
崎
文
庫
）

３
太
政
官
記
録
印
（
太
政
官
記
録
局
）

秘
閣
図
書
之
章
（
太
政
官
）

４
図
書
局
文
庫
（
内
務
省
図
書
局
）

内
務
省
地
理
局
（
内
務
省
地
理
局
）

５
多
度
津
藩
軍
防
局
蔵
書
（
多
度
津
藩
京
極
家
）

箱
館
御
役
所
（
未
詳
）

６
氷
川
文
庫
（
氷
川
神
社
）

金
沢
学
校
（
金
沢
学
校
〔
石
川
県
〕
）

７
浅
草
文
庫
（
浅
草
文
庫
）

紀
伊
国
学
所
印
（
和
歌
山
藩
校
）

８
修
史
局
印
（
二
種
）
（
内
閣
臨
時
修
史
局
）
修
史
局
印
行
（
同
）

帝
国
大
学
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
（
史
料
編
纂
所
）

９
昌
平
坂
学
問
所
（
昌
平
坂
学
問
所
）

和
学
講
談
所
（
和
学
講
談
所
）

加
阿
波
国
文
庫
（
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
）

奴
呈
能
屋
蔵
（
未
詳
）

印
文
判
読
一
覧
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三
条
文
庫
（
三
条
実
万
）
藤
原
実
万
蔵
（
同
）

楽
亭
文
庫
（
松
平
定
信
）
桑
名
文
庫
（
桑
名
藩
松
平
家
）
桑
名
（
同
）

立
教
館
図
書
印
（
桑
名
藩
校
）

東
井
文
庫
（
曲
直
瀬
玄
朔
）

養
安
院
蔵
書
（
曲
直
瀬
正
琳
）

浅
草
文
庫
（
板
坂
卜
斎
）

北
山
蔵
書
（
未
詳
）

好
問
堂
（
山
崎
美
成
）
好
問
堂
珍
蔵
記
（
同
）

明
霞
軒
蔵
書
（
宇
野
明
霞
）

後
藤
氏
家
蔵
記
（
後
藤
芝
山
）

大
橋
調
奔
珍
蔵
之
記
（
大
橋
謂
庵
）
大
橋
調
茸
蔵
弄
之
記
（
同
）
訪
菩

大
橋
順
珍
蔵
図
書
記
（
同
）

磐
渓
珍
蔵
（
大
槻
磐
渓
）
得
其
人
伝
不
必
子
孫
（
同
）

邦
彦
私
印
（
紫
野
栗
山
）
彦
輔
（
同
）

不
忍
文
庫
（
屋
代
弘
賢
）

栗
原
家
蔵
（
栗
原
柳
庵
）

蕉
雨
珍
蔵
（
三
島
自
寛
）
蕉
雨
（
同
）

賢
木
園
文
庫
（
内
藤
広
前
）

弘
前
医
官
渋
江
氏
蔵
書
記
（
渋
江
抽
斎
）

森
氏
（
森
立
之
）

問
津
館
（
森
立
之
）

称
意
館
蔵
書
記
（
吉
田
意
庵
）

2122232426 252728293031

至
誠
堂
蔵
書
印
（
日
尾
荊
山
）

県
氏
家
蔵
（
山
県
周
南
）

中
邨
敬
宇
蔵
書
之
記
（
中
村
敬
宇
）

掃
葉
山
房
蔵
書
（
東
条
琴
台
）

虎
五
郎
文
庫
（
虎
五
郎
）

兼
葭
堂
蔵
書
印
（
木
村
莱
葭
堂
）

江
戸
四
日
市
古
今
珍
書
僧
達
摩
屋
五
一
（
達
摩
屋
五
二
待
買
堂
（
同
）

豊
芥
［
象
形
横
書
］
（
石
塚
豊
芥
子
）

奈
河
晴
助
（
奈
河
晴
助
）

か
な
が
き
ろ
ぷ
ん
（
仮
名
垣
魯
文
）
仮
名
垣
（
同
）

紀
伊
小
原
八
三
郎
源
良
直
蔵
書
之
記
（
小
原
蘭
峡
）

横
井
孫
右
衛
門
蔵
書
（
横
井
也
有
）

大
田
氏
蔵
書
（
大
田
南
畝
）
南
畝
文
庫
（
同
）

式
亭
（
式
亭
三
馬
）
三
馬
（
同
）

大
艸
大
次
郎
図
書
之
印
（
大
草
公
明
）

松
岡
氏
図
書
（
松
岡
玄
達
）
怡
顔
斎
（
同
）

や
す
む
ろ
（
小
中
村
清
矩
）

関
根
（
関
根
只
誠
）
只
誠
蔵
（
同
）

青
木
印
（
青
木
信
寅
）

楢
崎
文
庫
（
楢
崎
海
運
）

鈴
鹿
氏
（
鈴
鹿
隆
啓
）
吉
田
神
社
社
司
中
臣
隆
啓
朝
臣
之
章
（
同
）

武
蔵
国
江
戸
住
三
浦
若
海
図
書
（
三
浦
若
海
）
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42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32

無
口
舍
蔵
（
井
上
□
□
）

な
ん
パ
新
地
本
京
ぱ
し
町
会
所
喜
六
（
楠
里
亭
其
楽
）

古
川
氏
蔵
□
（
未
詳
）

素
蹟
居
（
長
田
鶴
夫
）
豊
栄
日
軒
（
同
）

冷
泉
府
書
（
藤
原
猩
窩
）

読
耕
斎
之
家
蔵
（
林
読
耕
斎
）

鈴
屋
之
印
（
本
居
宣
長
）

藤
垣
内
印
（
本
居
大
平
）

紀
伊
国
柿
園
蔵
（
加
納
諸
平
）

萩
園
蔵
（
未
詳
）

田
安
府
芸
台
印
（
田
安
家
）
田
藩
文
庫
（
同
）

岸
藩
文
庫
（
岸
和
田
藩
岡
部
家
）

佐
伯
侯
毛
利
高
標
字
培
松
蔵
書
画
之
印
（
毛
利
高
標
）

文
政
辛
巳
浜
松
弍
畏
斎
文
庫
（
水
野
忠
邦
）

青
蓮
王
府
（
青
蓮
院
）

中
院
文
庫
（
中
院
家
）

洗
心
洞
図
書
記
（
大
塩
中
斎
）

平
田
氏
記
（
平
田
篤
胤
）

左
京
藤
原
貞
幹
蔵
書
（
藤
貞
幹
）

康
楽
岡
藤
原
以
文
図
書
記
（
山
田
以
文
）

貫
名
蔵
書
（
未
詳
）

西
園
寺
蔵
書
（
未
詳
）

53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43

対
梅
宇
主
萩
原
乙
彦
蔵
子
俳
書
二
酉
精
舍
（
萩
原
乙
彦
）

宗
源
館
蔵
書
印
彦
根
藩
東
城
氏
（
東
城
兎
鬼
雄
）

博
古
知
今
堂
（
尾
崎
雅
嘉
）
羅
月
庵
（
同
）

松
阪
学
問
所
（
和
歌
山
藩
校
）

姫
路
文
庫
（
姫
路
藩
酒
井
家
）

越
国
文
庫
（
福
井
藩
松
平
家
）
図
書
寮
（
同
）
出
饗
（
同
）

星
巌
図
書
（
梁
川
星
巌
）
星
巌
（
同
）

江
馬
氏
蔵
書
記
（
江
馬
天
香
）

医
学
図
書
（
医
学
館
）
蹟
寿
殿
書
籍
記
（
同
）

伊
勢
国
伊
射
和
里
御
民
吉
葛
園
竹
川
政
胖
図
書
（
竹
川
政
胖
）

周
防
国
明
倫
館
図
書
印
（
萩
藩
校
）

浅
野
源
氏
五
万
巻
槙
図
書
之
記
（
浅
野
梅
堂
）

菊
池
氏
図
書
記
（
菊
池
芳
文
か
）

小
田
氏
記
（
小
田
清
雄
）

古
川
氏
之
記
（
古
川
躬
行
）

瑞
厳
円
光
禅
寺
蔵
書
（
円
光
寺
［
伏
見
］
）

十
無
尽
院
（
高
山
寺
十
無
尽
院
）

大
雅
堂
（
未
詳
）

全
楽
堂
文
庫
（
渡
辺
峯
山
）

百
滋
王
氏
（
未
詳
）

江
戸
市
野
光
彦
蔵
書
記
（
市
野
迷
庵
）

人
中
分
陀
利
華
（
伊
佐
岑
満
）
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弘
道
館
印
（
水
戸
藩
校
）

潜
龍
閣
蔵
書
記
（
徳
川
斉
昭
）
江
邸
（
水
戸
藩
徳
川
家
か
）

湯
島
狩
谷
氏
求
古
槙
図
書
記
（
狩
谷
液
斎
）
液
斎
（
同
）

独
醒
槙
図
書
記
（
尾
藤
二
洲
）

浪
華
篠
崎
氏
図
書
（
篠
崎
小
竹
）
小
竹
斎
（
同
）

松
川
半
山
所
蔵
（
松
川
半
山
）

海
上
吉
氏
家
蔵
之
記
（
吉
田
玲
涛
閣
か
）
海
上
吉
氏
（
同
）

玲
涛
閣
鑑
蔵
記
（
吉
田
恥
涛
閣
）
吉
敬
（
同
）

新
宮
城
書
蔵
（
水
野
忠
央
）

善
葦
図
書
（
朝
川
善
庵
）

喜
多
村
（
喜
多
村
信
節
）

向
黄
邨
珍
蔵
印
（
向
山
黄
村
）

稽
古
斎
（
未
詳
）

久
世
氏
文
庫
（
未
詳
）

伴
氏
家
印
（
伴
直
方
）

善
慧
軒
（
東
福
寺
善
恵
軒
）

楳
逸
図
書
（
未
詳
）

松
山
文
庫
革
（
松
山
藩
松
平
家
）

金
子
文
庫
（
未
詳
）

艸
山
瑞
光
蔵
書
之
印
（
元
政
）

身
後
俟
代
我
珍
蔵
人
伴
信
友
記
（
伴
信
友
）
コ
ノ
フ
ミ
ヲ
カ
リ
テ
ミ
ム
ヒ

ト
ア
ラ
ム
ニ
ハ
ョ
ミ
ハ
テ
、
ト
ク
カ
ヘ
シ
タ
マ
ヘ
ャ
若
狭
酒
井
家
々
人
伴

一

一

5 3 2 1 66696773 72 717479

氏
蔵
本
（
同
）

源
伴
信
友
（
伴
信
友
）

巴
山
人
（
山
東
京
伝
）

武
蔵
総
社
文
庫
（
大
国
魂
神
社
［
府
中
］
）

山
城
国
太
秦
広
隆
寺
（
広
隆
寺
）

広
隆
寺
総
持
院
（
同
）

春
日
社
論
講
屋
（
春
日
大
社
）

高
山
寺
（
高
山
寺
）

法
隆
寺
一
切
経
（
法
隆
寺
）

吉
祥
窟
蔵
書
門
外
不
出
（
未
詳
）

慈
照
院
（
相
国
寺
慈
照
院
）

梅
熟
軒
（
相
国
寺
梅
熟
軒
）

仁
和
寺
南
勝
院
（
仁
和
寺
南
勝
院
）

上
野
養
寿
院
蔵
（
寛
永
寺
養
寿
院
）

帝
国
図
書
館
蔵
（
帝
国
図
書
館
）

東
京
帝
国
大
学
図
書
印
（
東
京
帝
国
大
学
）
東
京
帝
国
大
学
図
書
（
同
）

京
都
帝
国
大
学
図
書
之
印
（
京
都
帝
国
大
学
）

大
阪
図
書
館
蔵
書
之
印
（
大
阪
図
書
館
）
大
阪
図
書
館
収
蔵
記
（
同
）

早
稲
田
文
庫
（
早
稲
田
大
学
）

文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
（
史
料
編
纂
所
）

三
上
蔵
書
（
三
上
参
次
か
）

炳
卿
珍
蔵
旧
藥
古
紗
之
記
（
内
藤
湖
南
）
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25 232118 17 16 15 14 13 11

述
古
書
屋
所
蔵
（
池
谷
薫
蔵
）

高
橋
正
意
蔵
書
（
高
橋
正
意
）

珍
書
僧
文
行
堂
（
同
）
元
覗
蔵
□
（
同
）
文
行
堂
（
同
）

花
月
文
庫
（
二
種
）
（
吉
田
文
淵
一

文
行
堂
（
四
種
）
（
横
尾
勇
之
助
）

［
香
炉
］
（
絵
）
（
一

［
烏
］
（
絵
）
（
三

養
安
（
上
村
観
光
）

心
蓄
（
黒
板
勝
美
）

二
十
五
愛
山
房
（
中
川
得
櫻
）

知
味
斎
（
同
）
光
種
臓
珍
玩

（
同
）
月
嵯
珍
玩
（
同
）

得
櫻
二
十
五
愛
之
一
（
同
）

和す率和和有露へ
田蔓蓄田田水伴判
印き蔵氏蔵可へ読
への，-、印書漁幸不
同屋同，-、へへ田明
… ー冒垂向‐…ー

（
幸
田
露
伴
）

（
和
田
万
吉
）

（
同
）

へ

同
一）

（
白
石
村
治
）
中
軒

（
二
種
）
（
淡
島
寒
月
）

へ

同
一

（
吉
田
文
淵
堂
） 月

桂
二
十
五
愛
之
一
（
同
）

（
同
）
中
川
氏
蔵
（
同
）
知
味
斎
珍
蔵

中
川
氏
蔵
（
同
）
弐
十
五
愛
山
房
（
同
）

（
同
）

口
雲
（
同
）
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